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世界屈指のスイスの美術学校 ECAL × ジャンポール・ゴルチエ × パルコ
“香水” を再解釈した没入型写真展が遂にアジア初・日本上陸

渋谷PARCOにて『Under Your Smell』開催
パルコは、各国の文化拠点・アーティストとの取組を強化します

本企画は、ECAL及びJEAN PAUL GAULTIERのご協力と、在日スイス大使館の後援を受け実現しました。
パルコは国内外でのカルチャー発信を強化するため各国の文化拠点やアーティストとの協業を拡大します。

＜パルコの文化創造・発信＞

※展覧会詳細、パーティ詳細は次頁以降に記載しております。

昨年、ミュージカル『ファッション・フリーク・ショー』や映画『ジャンポール・ゴルチエのファッショ
ン狂騒劇』でひときわ盛り上がりを見せた唯一無二のブランド「JEAN PAUL GAULTIER」。その”香水”を
フローランス・テティエ （Florence Tétier、ブランドのクリエイティブディレクター）とニコラ・クーロ
ン（Nicolas Coulomb、写真家・Novembre Magazineコンサルタント）の指導の下、「ECAL」写真学部
の学生が視覚的に再解釈し、ジェンダーの多様性と美の新たな定義への賛歌に昇華させました。パリ・ゴ
ルチエ本社（2022）を皮切りに、アート・バーゼル・マイアミ・ビーチ（2022）、スイス・エリゼ美術館
（2023）への巡回を経て遂にアジア初、渋谷PARCOでの開催となります。

開幕前夜5月29日（水）19時より渋谷PARCO10階「ComMunE」にてオープニングパーティを開催。
TOMO KOIZUMIデザイナーの小泉智貴氏と、 ECALで教鞭をとる写真家のカリプソ・マヒュー氏をお迎え
してのトークイベントやHana WatanabeのDJを予定しています。
★抽選でオープニングパーティとレセプションにご招待！（お申込期間：5月17日11:00～5月23日23:59）
お申込み・詳細はこちらから：https://t.livepocket.jp/e/w2881

本写真展の開催にあたり、気鋭のデザインユニットBIOTOPEがビジュア
ル・グッズデザインを担当。会期中は会場にて、作品データや企画展ロ
ゴを使用した日本限定オリジナルグッズのほか、本展覧会グッズを販売
します。
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渋谷PARCOでの開催記念！ビジュアル・グッズ情報到着

抽選でご招待！小泉智貴氏も登壇、オープニングパーティ開催

ECAL × JEAN PAUL GAULTIER『Under Your Smell』アジア初開催

※日本限定グッズ
Tote Bag 4,000円
Cushion Cover 4,500円
Post Cards Set  1,500円
のほか、Pareo（画像）
など企画グッズを予定

株式会社パルコ（本部：東京都渋谷区、代表取締役：川瀬賢二）は、世界屈指の美術学校、
スイスのローザンヌ美術大学（ECAL/University of Art and Design Lausanne）と
「JEAN PAUL GAULTIER（ジャンポール・ゴルチエ）」のコラボにより誕生した没入型写
真展『Under Your Smell』を5月30日（木）～6月9日（日）に渋谷PARCO B1階
「GALLERY X BY PARCO」にて開催いたします。
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★パリ・ゴルチエ本社での開催の様子（2022） - Image by ECAL/Samuel Spreyz

CREDITS for “Under Your Smell” at GALLERY X BY PARCO (2024)
プロジェクト責任者：フローランス・テティエ（Florence Tétier） &ニコラ・クーロン（Nicolas Coulomb）
ジャンポール・ゴルチエ グローバル・コミュニケーション・ディレクター：
ダニエル・メネンデス・スアレス（Daniel Menendez Suarez）
ECAL ディレクター：アレクシス・ゲオルガコプロス（Alexis Georgacopoulos）
ECAL 写真科主任：ミロ・ケラー（Milo Keller）
コーディネーター：カリプソ・マヒュー（Calypso Mahieu）
テクニカルマネジャー：アントワーヌ・ヴォーテー（Antoine Vauthey）
アシスタント：サラ・デ・ブリト・ファウスティーノ（Sara De Brito Faustino）、アントワーヌ・マーティン（Antoine 
Martin）、アンジェル・マリニャック＝セラ（Angèle Marignac-Serra）、リサ・マゼナウアー（Lisa Mazenauer）、ガエ
タン・ウルドリー（Gaétan Uldry）
学生：グウェンドリン・アルバシーニ（Gwendoline Albasini）、トニー・オルターマット（Tony Altermatt）、マテオ・ア
ンジェレ（Matteo Angelé）、ドミニク・バルテルス（Dominique Bartels）、レア・ベヴィラックア（Léa Bevilacqua）、
ジョアンナ・ボマー（Johanna Bommer）、ローラ・ブランドフォード・グリフィス（Laure Brandford Griffith）、ジリア
ン・カルダチ（Gilian Cardaci）、ノア・シュバレー（Noa Chevalley）、ヘクター・コダッツィ（Hector Codazzi）、ジュ
リー・コーディ（Julie Corday）、カルラ・コーミンブフ（Carla Corminboeuf）、マティルデ・クロクサット（Matilde 
Croxatto）、サラ・デ・ブリト・ファウスティーノ（Sara De Brito Faustino）、ヤン・ディフォード（Yann Difford）、
ジェシカ・ドライアー（Jessica Dreier）、アルバン・デュラン・ヴィエル（Albane Durand-Viel）、ディエゴ・フェルマン
（Diego Fellmann）、ジェニカ・フォルケソン（Jennica Folkesson）、ヴァレリー・ガイスビューラー（Valerie 
Geissbühler）、エロイーズ・ジェヌード（Éloïse Genoud）、フロリアン・ヒルト（Florian Hilt）、ロラン・ホッホシュ
テッター（Lorane Hochstätter）、サマラ・クレエンビュール（Samara Krähenbühl）、マチルデ・ルシュール（Mathilde 
Lesueur）、ウリセス・ロサーノ（Ulises Lozano）、アンジェル・マリニャック＝セラ（Angèle Marignac-Serra）、バル
ナベ・マッソン（Barnabé Masson）、リサ・マゼナウアー（Lisa Mazenauer）、マービン・メルケル（Marvin Merkel）、
イネス・マームード（Ines Mermoud）、ルイ・ミシェル（Louis Michel）、ヤン・ミランダ（Yan Miranda）、イヴ・モー
ルル（Yves Möhrle）、レオ・パシュウド（Léo Paschoud）、バジル・ペロー（Basil Pérot）、ヨレーン・レイズ（Yolane
Rais）、シリアーン・ラワイラー（Cyriane Rawyler）、フィン・サリン・メイソン（Phinn Sallin-Mason）、レア・スブラ
ンダーノ（Lea Sblandano）、カミーユ・スピラー（Camille Spiller）、サミュエル・スプレーツ（Samuel Spreyz）、ガエ
タン・ウルドリー（Gaétan Uldry）、ノア・ヴァーカムスト（Noé Vercaemst）、アンナ・フォン・アルメン（Anna von 
Allmen）、アントワーヌ・ウーフレイ（Antoine Woeffray）
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『Under Your Smell』では、ローザンヌ美術大学（ECAL/University of Art and Design Lausanne）の写
真学部生による作品を展示いたします。ジャンポール・ゴルチエのクリエイティブ・ディレクターである
フローランス・テティエ（Florence Tétier）と、写真家であり『Novembre Magazine』誌のコンサルタン
トであるニコラ・クーロン（Nicolas Coulomb）の指揮のもと、学生たちはジャンポール・ゴルチエの香
水の視覚的な解釈に挑みました。

ジャンポール・ゴルチエの香水は、本インスタレーションのまさに心臓部。若き写真家たちは「香水」と
いう主題を展開するにあたって、乾いた質感と潤いのある質感、有機的な質感と硬直した質感、等の対比
的な質感を用いて、香水の成分やボトルを想起させる作品を生み出しました。その写真を配置した展示空
間において、香水は背徳的な物語と幻想的な投影の舞台背景へと生まれ変わります。

巨大なファブリック・プリントと特大サイズのイメージ・クッションが、ジェンダーの多様性と、美と身
体をめぐる表現の新たな定義を祝福しようと来場者を誘います。
うっとりとした魅惑的な没入体験をお楽しみください。

『Under Your Smell』
美しさ、自分らしさ、ジェンダーの概念を探求する没入型展覧会

【取材・掲載に関するお問い合わせ】
 株式会社パルコ 新規ビジネス開発部 柏木（kashi-ryo@parco.jp）／ 赤澤（aka-mio@parco.jp）
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抽選でご招待！オープニングパーティ開催

DJ：Hana Watanabe

東京を拠点に活動する映像作家/ビジュアルアーティスト。姉妹オーディオビジュアル
ユニット「tamanaramen」のメンバーでもあり、VJやDJとしても活動している。

抽選でレセプション＆オープニングパーティへご招待！

5月29日（水）、開幕に先がけて『Under Your Smell』の世界をぜひお楽しみください。
展覧会レセプション（18時入場開始、会場：渋谷PARCO B1階「GALLERY X BY PARCO」）およびオー
プニングパーティ（19時入場開始、会場：渋谷PARCO10階「ComMunE」）に抽選でご招待いたします。
ご希望の方は下記、注意事項をご確認の上リンクより期間内にお申込みください。

お申込期間：5月17日（金）11:00～5月23日（木）23:59
当落発表：5月24日（金）18時（予定）
お申込みはこちら：https://t.livepocket.jp/e/w2881

【注意事項】
※お申込みには「LivePocket（ライヴポケット）」への会員登録が必要です。
※おひとり様１回、最大２名様までお申込み可能。
※ご来場の際の交通費、宿泊費等の諸費用の一切はご当選者様のご負担となります。
※当日の状況に応じてご招待の有無にかかわらずフリー入場となる場合がございます。ご了承ください。

トークイベント：デザイナー 小泉智貴 × ECAL・写真家 カリプソ・マヒュー
本企画の開催を記念して、TOMO KOIZUMIデザイナーの小泉智貴氏、ECALで教鞭をとる写真家
のカリプソ・マヒュー氏をお迎えしてのトークイベントが決定！（MC：ユリ・アボ）

■小泉智貴 Tomotaka Koizumi（TOMO KOIZUMIデザイナー）
2011年、千葉大学在学中に自身のブランドを立ち上げ、日本を中心に歌手や広告の衣装デザインを手がける。
2019年、初となるファッションショーをニューヨークで開催。同年、毎日ファッション大賞選考委員特別賞
受賞、BoF500選出。2020年、LVMHプライズ優勝者の1人に選ばれる。2021年、東京オリンピック開会式に
て国歌斉唱のMISIAの衣装を担当。同年、毎日ファッション大賞を受賞。
2023年、イタリアのブランドDolce & Gabbanaの支援によりミラノ・ファッション・ウィークにてコレク
ション発表。
ドレスデザイナーとして活動する傍ら、2022年からは美術作家としてもコンテンポラリーアートの製作を開
始。2023年12月に初となる個展「Tomo Koizumi」を開催し、活躍の幅を広げ続けている。

■カリプソ・マヒュー Calypso Mahieu
スイスを拠点とするフランス人写真家。ECAL（ローザンヌ美術大学）のアーティス
ティック・デピュティ―を務め、写真学士課程で応用写真の基礎を教える。
パリと南フランスで生まれ育ち、2012年にECALで学ぶためにスイスのローザンヌに移
住。在学中、パオロ・ロヴェルシ（Paolo Roversi）、ユルゲン・テラー（Juergen 
Teller）、ウォルター・ファイファー（Walter Pfeiffer）などの指導を受ける。
教鞭をとる傍ら、雑誌やブランドのファッション・エディトリアルやキャンペーンを
プロデュースし国際的に活躍。作品は、身体、ソーシャルネットワーク、ポスト
ヒューマンの関係を取り上げている。その写真は、80年代以降にインスパイアされた
非常にカラフルな色調で、シュルレアリスムから借りてきたテクノポップな美学を
もって、ユーモアを交え演出されている。カリプソ・マヒューは、コミッションや個
人的なプロジェクトを通して、日常生活や彼女を取り巻く社会からインスパイアされ
た物語や逸話を、詩的でフィクション的かつ繊細な方法で語ることを好む。

■MC：ユリ・アボ Yuri Abo
東京都出身。編集者・プロデューサー。企業広告やクリエイティブ制作に携わる傍ら、雑誌『IWAKAN 
Magazine』の創刊をきっかけにジェンダーについて発信する。ポッドキャスト番組『なんかIWAKAN！』配
信や雑誌・文芸誌へのエッセイ寄稿など。Instagram（@abokabo）

日時： 5月29日（水） 19:00～ 会場：渋谷PARCO10階「ComMunE」
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■期間：2024年5月30日（木）～6月9日（日）
11:00-21:00
※入場は閉場の30分前まで ※最終日18時閉場

■会場： GALLERY X BY PARCO（渋谷PARCO B1階）
 東京都渋谷区宇田川町15-1

■入場料：無料
■主催：パルコ
■企画・制作、協力： Ecole Cantonale d’Art de Lausanne、
JEAN PAUL GAULTIER
■後援：在日スイス大使館 https://vitality.swiss/jp
本プロジェクトはスイス・日本国交樹立160周年記念事業として、
また大阪・関西万博へ向けたスイスの「Vitality.Swiss」プログラム
のひとつとして開催されます。
This project is part of the Vitality.Swiss program, in celebration of 
160 years of bilateral relations between Switzerland and Japan in 
2024, and on the road to Expo 2025 Osaka, Kansai.
■詳細ページURL：https://art.parco.jp/galleryx/detail/?id=1483c

本企画ページ：https://art.parco.jp/galleryx/detail/?id=1483
渋谷PARCO HP：https://shibuya.parco.jp/
ECAL公式HP：https://ecal.ch/en/
VitalitySwiss：https://vitality.swiss/jp

GALLERY X BY PARCO：
X https://twitter.com/parco_x
インスタグラム https://www.instagram.com/parcogx/

タグ：#UnderYourSmell

リリース使用画像：https://parco.box.com/s/to7zlwgyphy88cxhc4mclu9delfjzy3j
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『Under Your Smell』開催概要
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